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らに理解を深めるためには實際手近な問題を坂り上げて

醗明するのがよいと思います．そとでわれわれがとれま

、でAnalyzerを用いて解いtg賞例をあげて少し詳しく述

べます．　　　　　　’

　これによつてAmalyzerの包容度及び結線の様子が理

解されると思います．

　或る問題ぶ與えられた場合にこれを最も能牽よく，糟

度の高い解を得るためには種々の工夫が必要です．われ

．われの輕験からすれば適當な攣敷の攣換によつて方程式

を誤差の累積しない形に逗くことが必要ですが，ここに

はその詳細は省略します，

（1）船謹め横動播の解祈（3）

船瞳の横動揺の遍既方程式は

・嘉ザ（め＋ndz（θ）＝　M（t）

．　　　　　　　　　　　　　　　　　となります．こS

　　　　　　　　　　　　　　　　　　に1は船瞳の慣性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　曾旨i率i，F（θ）　は減

　　　　　　　　　　　　　　　　　　衰モーメソト，W

　　　　　　　　　　　　　　　　　　G－（θ）は復元力モ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーメソト，ハ1（のは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　風浪等の外力によ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　つて生ずるモPメ

　　　　　　　　　第7薗　　　　　　ソトを表わします

　　　　　　　　　　　r　　この方程式をAnalyzerの上で結線すると第8圃のよう

　　になります。これは上式を

・－
撃戟oM〈t）一÷F（み）＋旱G・T（θ）｝dtdt

として考えれば容易にわかります．現在迄の所ではわれ

われのAnalyzerは入力卓が一肇不足のため毎（t）＝＝O
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　　第8圖　1e十F（θ）十η7・σZ（θ）＝〃（のの結線圓

の場合帥ち自由振動の場合を取り扱いました．近い將褒

入力卓ρ不足分が完成すれば容易に解けることヒなりま

す．ここにその一部分を揚載しましたが資料の一部は先

般瀬戸内海にて沈没した青葉丸から取つてあbまナ復

元力及び減蓑力の曲線はそれぞれ第9圖，第10圖に示

されるようなもので，これが第8圖の上にあるごつの入

力卓から導入されまナ第8圖り曲線［1〕，［II］に相當、

する解が第11圖，第12圖に示されるものです．こ㊨
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第9圖復元力面線

二次元塑性問題

に關する一考察
　　　　　　　　　　　山田嘉昭（機械）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　線引，歴延，押出し等の塑性加工において，材料が

うける饗形および材料各部の鷹力朕態を理論的に求め

ることができると，加工に必要な力や最適の作業條件

等を知るごとができ，加工法の改善に資することが多

い．一般に複雑な塑性墜形過程を嚴密に解析すること

は困難であつて，近似解で満足しなければならない揚

合が多いが，準面歪の條件に從う塑性流れは比較的取

り扱いが簡軍である．筆者は鷹力と歪速度の關係とし

でSaint　Venant・Misesの法則を用v・，塑性條件に最

大せん噺磨力説または，せん蜥エネルギー説を用いて

亭面歪の條件tc從つた壷性流れを硯究した．その結果

塑性慶形をぢける物艘の表画の形と，表面に働く慮ガ

分布が任意に與えられた時，物禮内の最大せん蜥慮力

線および癒力歌態を求める解析的な方法を得た．實際

の塑性加工を例にとると，工具の形と工具と材料が接

鰯している面における磨力分布がわかると，材料内の

各貼の最大せん蜥慮力綜および慮力分布が理論的に求

められるということになる．例題としては，最大せん

臨鷹力線が李面に關して封構な揚合，回轄封爾の問題・

物髄表面が主磨力面あるいは主せん蜥慮力面となる場

合2解いた．上記の慮用例以外IC　，硬度の問題，押串

し法，Ironing加工，切堕歓きのある試験片の材料試

験等の解析にも著者の理論を用いることができる・・

　最後に李面歪の條件に從って塑性流れが起る揚倉に

っいてMis、sが求めだ愛形速度に關する式を愛形し，

この式が簡輩な形に書きかえられることを謹明した．’

’SEの結果愛形速度の解析が容易となn，材料のうける

饗形を調べる際よく用いられる綱観法による實聯繰

と理論聖比鞍する手掛ゆが得られ驚．《1950・森7｝、　、
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